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１．「学校要覧（高等学校）」の調査研究 
（1）「学校要覧」作成発行の義務 
各高等学校の学校要覧作成については、学校教育法施行規則にその内容目的などについ
て記されている。ほとんどの公立高等学校は作成しているが、なかに一部の私立高等学校
では作成していない例もある。その理由は、「学校案内（中学生の進学ガイド）」があるか
らそれ以上のデータは必要ないという学校や、HP（ホームページ）に掲載してあるので必
要ないなどである。 
 
（2）学校要覧の入手目的 … 貴重な副教材資料として活用できる 
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 ①授業で副教材として使用する…「教育課程論」、「特別活動論」、「教育実習事前事後指
導」等 
 ②学校要覧に記載されている教育課程を詳細に比較研究する（出身高等学校の人数分） 
 ③学校要覧を配布する対象は誰であるかを調査研究する 
 ③学校評価を掲載しているかを調査する 
 ④その他（入手する際に問題が生じたか）など 
 以上、「出身校の教育課程」を様々な視点から調査研究し、課題の改善策までプレゼンさ
せる 
 
（3）学校要覧入手のアンケート結果 
下記に示すデータは、本学の 1～5 期生の学生によるアンケート集計である。また、調査
高校数は、延べ 97 校（実数では 64 校）である。 
 
表 1. ①あなたは「学校要覧」の依頼は誰にしましたか 
  
表 2. ②どのような方法で入手しましたか 
 
 封書 電話 直接学校で 備 考 
1 期生（24 人） ６ ３ １５  
2 期生（30 人） ３ ７ ２４  
3 期生（14 人） ３ ５ ９  
4 期生（12 人） ２ ３ ８  
5 期生（17 人） ７ ４ ６ *廃校もあり 
 
 
 
 
 
 
 管理職 クラス担任 部活動担当 その他（先生・事務） 備考（入手） 
1 期生（24 人） ５ １０ ２ ７ 2 年 4 月中 
2 期生（30 人） ７ １５ ４ ７ *1 年春休み 
3 期生（14 人） ４ ６ １ ３   〃 
4 期生（12 人） ５ ４ ０ ４   〃 
5 期生（17 人） １ ８ ２ ６   〃 
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表 3. ③入手の際にトラブルが生じましたか（問題がある場合は、教員が仲介に入ること
を約束した） 
 
 いいえ はい 備 考（いいえの理由） 
1 期生（24 人） ２３ １ *（私学）外部には配布しない→ 依頼文書を出し、「抜粋分」
をもらう 
2 期生（30 人） ２４ ３ *（私学）作成していない、（公立）外部に配布しない→ 校長
に連絡 
3 期生（14 人） １４ ０  
4 期生（12 人） １０ ２ *（私学）作成していない  
5 期生（17 人） １７ ０  
  
表 4. ④ホームページ HP に「学校評価」が記載されていますか 
 
 2 種類 1 種類 HP にもなし 備 考 
1 期生（24 人） １４ ４ ６ 要覧に記載３校、他は HP に掲載されている 
2 期生（30 人） １０ ６ １１ 要覧に記載１校、他は HP に掲載されている 
3 期生（14 人） ７ ３ ４ 要覧に記載１校、他は HP に掲載されている 
4 期生（12 人） ６ ３ ３ 要覧に記載２校、他は HP に掲載されている 
5 期生（17 人） ４ ４ ９ 要覧に記載３校、他は HP に掲載されている 
 ＊2 種類とは、「自己評価」、「学校関係者評価」、1 種類とは「自己評価」のことである 
 ＊結果として「要覧」に学校評価を掲載している学校はなく、別紙を添付する学校はあ
る 
 
(4) 学校要覧に掲載されている項目・内容 
 大きく大別すると 3 領域の内容が掲載されている。詳細は図 1 に示すとおりである。 
(A)沿革史や校旗・校章・校歌、生徒数、教職員一覧などの「学校の概要」について 
(B)学校教育目標や重点努力目標などの「学校経営」の方針について 
(C) 時程表や学校行事などの「教育課程」の詳細について 
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図１. 学校要覧に掲載されている項目・内容（例） 
 
（5）調査研究のまとめ 
 調査研究結果をまとめ、以下 6 点に集約して提示する。 
①入手するのに困難校がある。未だに「閉鎖的な学校」があるというよりは、管理職の捉
え方に問題がある。特に、懸念している項目は教職員の名前や校務分掌の部分と推測さ
れる。 
②札幌市内の私立高等学校には、作成していない学校が多く見られる。作成に関して法律
的には問題はないが、「学校案内」で代替しているのが実態である（特に、HP の情報で
よしとしている）。 
③この研究で資料を収集できた延学校数は「97 校」。しかし、学校実数としては約 65％で
ある。 
④この要覧のページ数は、平均 25～35 ページである（小中学校の平均が 4～10 ページであ
る）。 
⑤高等学校における「学校要覧」の配布対象者については下記のとおりである。 
 a)学校訪問に来る教師や教育委員会、海外の訪問者（大規模校なら英語版も準備している
ところも多い）、転校紹介をする保護者などにも配布している 
 b)学校評議員や PTA 役員、教育実習生にも配布している 
c)地域の方や保護者に配布することは滅多にない。印刷部数も限られている。 
   → 学校要覧とは異なる目的で発行している「学校案内」は、中学生や保護者、地
域の方に幅広く配布できるよう対応している 
⑥「学校ホームページ HP」があるので、学校要覧は作成しないという学校は非常に少ない。 
 
①学校教育目標の内容〉 
②校歌・校旗・校章など 
③沿革 
④教育課程表（教科、学年別・教科別単位など） 
⑤使用教科書一覧 
⑥学校組織・校務分掌一覧 
⑦日課表 
⑧生徒在籍状況 
⑨職員一覧（職名が分かるもの） 
⑩年間学校行事予定 
⑪生徒会（部活動一覧など） 
⑫学校評価（自己評価や学校関係者評価） 
⑬校舎平面図 
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まとめると、「学校要覧」に掲載している内容は、学校経営や学校教育目標さらに校務分
掌の下位目標など多岐にわたる内容が示されている。高等学校の場合は、この要覧を見る
ことにより学校の「教育課程」が詳細に理解し分析できることから貴重な資料といえる。
学校も慎重に編集すべきであろう。また、中学校のページ数が少ない理由は、義務教育な
ので特色ある教育課程を編成することに限界があると推定できる。 
 
（6）学校要覧を授業に活用した結果～ 学生の声 
 
図 2. 学校要覧を授業に活用した結果 
 
２．授業における“学校要覧”の活用方法 
 次の 4 つの観点から、授業における「学校要覧」の特色を踏まえて活用策をまとめてみ
た。 
 
(1)「教育課程」が詳細に詰まっている学校教育の“鏡”である 
授業のテキストに勝るとも劣らない貴重な調査研究資料である。入手後 3 年間、あらゆ
る教職科目の授業場面で活用する。本学では、私が担当する「教育課程論」や「特別活動
論」、「教育実習事前事後指導」などで携行させ、利用している必携資料である。 
 
(2)「学校要覧」を活用してのプレゼンテーション 
 どの授業においても学生の自己の特性や課題を自覚させ、問題意識をもって主体的に学
習に取り組めるように支援している。学生相互に学習し合う集団学習の機会をつくり、能
学校要覧を授業に活用した効果のアンケート結果を記載する  <「教育課程論」受講学
生の声> 
→ ・自己の出身高校がどんな教育目標を掲げて教育していたかを改めて評価できる 
  ・「総合的な学習の時間」がなぜ時間割になくても修得できたのかを知ることができ
た 
  ・全国の高校では学科が同じなら、母校の教育課程と同じなのだろうと思っていた
（驚愕） 
  ・母校の教育課程を調査することから、学校を再発見した。また、仲間の学校のプ
レゼンを聞くことにより、高校の教育課程の幅の広さをこの授業で体験できた（学
校改革の意味） 
→ ・在学中は漠然と生活したが、立派な教育目標の存在を知ることができた。その目
標に沿った教育活動に情熱をもって指導してくれた恩師への“感謝”という見方
ができ、「教師の役割とは何か」について改めて考えさせられた。このプレゼンは
とても刺激的なものであった。自分もその一人として信頼される教師を目指して
いるが、目標突破に向けて最善を尽くす覚悟である 
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動的な授業になるよう情報機器や教材を活用するなどの工夫を心がけている。そのための
具体的手法として、授業の導入に「プレゼンテーション」を取り入れ、学生の授業への意
欲を鼓舞させるように実施している（図 3）。  
・各講座の授業内容をより明確化させ、授業方法の工夫から学びを確かなものにする 
→ ・学生に「思考力・判断力・表現力」の育成や「言語活動（アクティブラーニング）」
を活かし、課題意識をもって主体的に学習に取り組ませる 
 
 
図 3. プレゼンテーション 
 
（3）学校要覧を入手するために <1 学年の春休みを利用し、出身高校を訪問させる> 
 「学校現場」は 20 年前から保護者や地域に開かれた場所であるが、未だ“閉鎖的な学校”
があり学校要覧を入手できない場合があることに警鐘を鳴らしたい。学生がこんな場面に
遭遇したときは、事情を聴き大学側からその趣旨を高校側に直接説明することにしている。
学校は開かれた場所である。“閉鎖的な学校経営”をしている管理職は存在しないはずである
が、例外は存在するのである。高校側が学校要覧の配布を拒否する理由は「校務分掌など
の個人情報を知られたくない」などでるが、要覧の編集を工夫すれば解決できる。「ホーム
ページ掲載の内容で対応してもらいたい」と高校側は主張するが、大学として調査研究す
る為の情報内容と分量が比較にならないほど異なるのである。教職課程を設置している大
学であるならば、授業内容に活用できる貴重な現場の資料となり得るので、大学教員は高
校側にその事情を説明して入手することが大切であろう。 
   
 (4)（3）の入手方法も、学生が直接入手するための学校訪問には意義がある 
 学生自身が出身高校を訪問することは、学生の授業への心構えを高揚させることと、出
身校に教育実習を依頼するための下準備となる大義名分がある。ただ教育実習校の選定で
は、大学のある地域の教育委員会を介して地元の学校で教育実習を受け入れてもらえるよ
うに配慮すること（文部科学省の方針）を忘れてはならないのである。 
《プレゼンテーションのノウハウ》…プレゼンは原則 5 月から始める（準備期間が必要）  
①授業に関連する内容をテーマとして、毎授業時に 5 分プレゼン（基本個人で）を義務
付ける 
②各個人の発表は 1 人 5 分（グループもあり、また 1 回の授業の発表者は最大 2 人まで） 
③授業におけるプレゼンテーションの流れ 
→ 発表後は学生評価（シート）をする→ シェアリングをする→ 学生評価と教員評
価を併用して「表現力」を総合評価に組み入れる、発表に ICT 活用を盛り込んでいる
か→ 回収して採点 
※発表する学生には、評価を開示する 
≪教員への発表提出物は、レジメ・スライドである≫ 
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３．「学校要覧」の授業への活用事例（その１） … 「教育課程論(2 年）」 
 講義「教育課程論」（2 単位）の中で「要覧」を活用する事例を二つ紹介する。 
 
（1）学校要覧を活用してのプレゼンテーション１ 
【事例】テーマ：“出身校の特色ある教育課程の研究”（5 分）のプレゼンについて 
①母校の「学校要覧」から「教育課程表」（表中から教科単位数、総合的な学習の時間の扱
い、学校設定教科や科目の数、卒業修得単位数など）、教職員一覧（人数、職名や学校外
の職員など）、校務分掌の組織名称、行事予定表から調査を進めてプレゼンの内容を作成
する。特に、普通科以外の専門学科（例：「理数科」）の教育課程表なども全員で共有し
て比較調査ができる。 
②「全日制課程」に在籍していた学生が、手にした学校要覧から併設されている「定時制
課程」・「通信制課程」（教育課程表）を自ら発見することもできる。また、「単位制高等
学校」や「総合学科」、「スーパーサイエンスハイスクール文科省指定校」・「スーパーグ
ローバルハイスクール文科省指定校」や話題になっている「バカロレア資格」などの新
しい教育課程を編成した学校づくりも改めて学ぶことができる。 
また、母校の教育課程を研究することにより「卒業後、大きく学校改革の為に教育課
程が変容していること」などに気付いたり、他の学生のプレゼンと比較しながら課題意
識を持たせることが生きた授業に繋がるのである。全く逆に、旧態依然の教育課程で学
んできたかをも認識する場合もあるが、それは何故その教育課程が実施されているのか
を研究できる絶好のチャンスであることを解説する必要がある。 
③具体的に「学校要覧」の使用方法についての事例を記載する（図 4） 
 
 
図 4. 学校要覧の使用方法 
 
→ 「教育課程論」では各校の教育課程表を中心に調査研究させ、出身校の特色をプ
レゼンさせる。毎回の発表から、疑問点や発表についての質問などをノートに記録し、
次の時間までに調べさせる。しかし、解決できない内容は授業中に質問することを許可
している。全学生の発表後、他校の教育課程表と母校のそれと比較することから、テー
マに関する「報告書」を完成させる。 
→ 学生は、母校のプライドにかけて調査研究をするので、要覧に記載している疑問
を解決するために学校現場まで出向く学生もいるなど熱心に取り組んでいる。他校との
比較検討から、学校の数だけ「教育課程」が存在することを認識できる研究は、大変意
義深く有効である。例えば「総合的な学習の時間」の取り扱いなどは、学習指導要領解
説と併用するとその理解度は大きい。 
→ また、この授業スタイルそのものが反転学習であり、時間の余裕はないが「アク
ティブラーニング」を取り入れた授業展開も十分に可能である。 
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（2）学校要覧を活用してのプレゼンテーション２  
【事例】テーマ：“教育課程の経営と評価から”学校評価”（5 分）のプレゼンについて 
 学校教育法施行規則の中に「自己評価・学校関係者評価の実施・公表・評価結果の設置
者への報告に関する規定（平成 19 年 10 月）」が新たに設けられ、ホームページでも公表す
ることが義務付けられる。この学校評価の結果を要覧のなかに記載している学校は稀で、
別刷りで冊子の中に入れている学校は少数校見られる。殆どの学校はホームページに公開
している。具体的には、「教育課程の評価」に関する講義の中で、出身校の (a)「自己評価」
(b)「学校関係者評価」について下記の①～③をグループワークで調査分析している。特に
(c)「第三者評価」が現場ではどのように行われているかは殆ど把握できていない。 
①今すぐに学校が取り組まねばならないことは何かを知り、考察する 
②あなたが生徒であった時代と比較して学校は変化しているのか 
③学校改革が行われているかを知り、考察する 
 
まとめると、「学校評価」の資料は文部科学省のガイドラインにある通り HP に公開して
いる学校が殆どであるので、HP から抜粋して学生の携行資料（要覧に綴じる）としている。
上記の①～③について母校の先生方の取り組みを相互に知り、いま何が課題なのかを把握
させ考察することが価値のある授業に繋がっていくのである。 
 
４．「学校要覧」の授業への活用事例（その２） … 「特別活動論(2 年）」 
 講義「特別活動論」（2 単位）の中で「学校要覧」を活用する事例を二つ紹介する。 
 
（1）学校要覧を活用してのプレゼンテーション 
【事例】テーマ：「特色ある我が校の特別活動の研究」（5 分）のプレゼン 
①最初は学習指導要領解説を十分に読み込んで調査研究する。具体的には「ホームルーム
活動」、「生徒会活動」、「学校行事」の 3 領域から一つ選択し、さらに詳細な分野に踏み
込み具体的な「事象や行事｣などの意義や留意点などを踏まえ、母校で実践した内容と比
較する。まとめは、より発展的・改善すべき策などを加味してオリジナルなプレゼンテ
ーションとなるよう指導する。 
②このとき、上記の 3 領域のプレゼン数に偏りがないように教師側の配慮が必要である。
また、プレゼンの内容は経験してきたことだけに終始することなく、要覧にある特別活
動の目標や学年教育目標、年間学校行事などに関連させながらプレゼンの指導をする。
学校要覧の活用からすると、「学校行事」や「生徒会活動」などの領域は研究しやすいの
であるが、「ホームルーム活動」に関する情報はやや範囲が広く捉えにくいところがある。
すぐに「ロングホームルームの時間」と結び付けてしまいやすいが、身近に「清掃指導」
とか「主体的な進路の選択決定と将来設計」など題材は極めて広範囲に渡り存在してい
ることも認識していなければならない。 
 プレゼンテーションのテーマを図 5 に示す。 
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図 5. プレゼンテーションのテーマ 
 
 「学校要覧」の項目では、「学校教育計画の指導上の留意点」・「日課表」・「校務分掌」・「行
事予定表」・「生徒会機構」・「部・局」などを調査しながら、プレゼンの内容を構築するこ
とになる。 
 
（2）学校要覧を活用してのグループワークと課題報告書について 
【事例】テーマ：”儀式的行事”にある「国旗、国歌の取り扱いについて」の授業展開から 
 このテーマに関しては、学校教員として学習指導要領解説に沿って自主的、実践的に指
導しなければならないものである。授業では、特に留意すべき内容として扱っている。こ
こでも「学校要覧」に掲載されている関連内容として「年間行事予定」・「沿革」・「校歌」・
「校旗」・「校章」などから「入学式」や「卒業式」「始業式」と展開することが自然な流れ
であろう。 
 高等学校学習指導要領解説「特別活動編」（P80）にある「国旗、国歌の取り扱いについ
て」をプロ教師として指導する心構えに触れる必要がある。そのためには世界の国歌が国
の成り立ちと深く関わっていることを知り、「君が代」は和歌という文化に根ざしているこ
とを自らが調査して学びとることが重要である。まず、日本の国歌を教師自らが正しく理
解することが大切である。外国のいくつかの国の国歌の「詩とメロディー」を聴き、比較
調査して日本の「君が代」が 17 年前に「国旗・国歌法（1999 年）」で制定された背景も認
識させる。その内容を踏まえた上で自らの考え方をもち、生徒の前で指導することが極め
て重要であることを指導する。 
  
【授業の流れ】 
 学習指導要領第 5 章の第 3 の 3 に記載している下記の内容を授業で展開する。 
  
「入学式や卒業式などにおいては、その意義を踏まえ、国旗を掲揚するとともに、国歌
を斉唱するよう指導するものとする」 
 
授業案の「展開」部分を下記の 5 点にまとめてみる 
①母校の要覧から「儀式的行事」に該当するものをピックアップさせる。 
②本時のテーマに入る前の導入段階で、入学式や卒業式等の儀式において「校歌」を斉唱
するが各自歌うことができたのかを質問する。NG の場合は「学校要覧」を使用して確認
<ホームルーム活動> ・「HR 役員選出」、「学年集会」、「姉妹校留学生との交流」など 
<生徒会活動> ・「地域周辺清掃」、「壮行会」、「生徒会選挙」、「新入生歓迎会」など 
<学校行事> ・「学校祭」、「修学旅行」「健康診断」「就業体験」など（省略） 
（ 
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させる。ここで校歌を歌えるように指導する工夫が必要であることを知らせる。通常「校
歌」も儀式の流れに含まれることをしっかりと把握させる。愛校心を育てるために欠か
してはならない大切な指導であることを認識させる。 
③儀式では、起立しピアノ伴奏で国歌を斉唱するが、歌詞を確認しながら次の質問にうつ
る（資料のプリント）。次にグループに分かれて、フランス、英国、イタリア、中国、ア
メリカの国歌の歌詞をインターネットで検索させ確認した後、それぞれの曲を CD で聞か
せ考察させる。 
④これらの学習から学生自身が、国歌は国の成り立ちや背景を表現していることを初めて
知ることとなる。曲風や歌詞の内容も国によりそれぞれ違い、カラーがあることを知ら
せる。日本の国歌の成り立ちも主体的に調べてみるよう指導する。このような学びの機
会は皆無と思われるので、課題として次の授業に繋げることができる。自らの考え方を
もち行動できる教師、まさに資質と能力を兼ね備えた教師こそが学校教育でいま求めら
れていることを理解させ、報告書の書き方やアンケートを渡して授業を終了する。 
 
（まとめ）学生からは、このようなオリジナル教材での授業を今後も希望するとの強い要
望をもらった。新たな授業づくりに向けて、教材研究の指針とすることができた。 
 
５．研究のまとめと今後の課題 
これまで本学に 6 年間勤務してきたが、この「学校要覧」を活用した授業は 4 年前から実
践研究を重ねてきた。これまで在籍した多くの学生は高等学校全日制課程の修了生が殆ど
である。しかし、一般学生の中には全日制課程の他に定時制課程、通信制課程などの出身
学生も在籍し、高等学校の学びの形態は多様化しているのが実態である。なかには高等校
卒業程度認定試験を経て入学してくる学生もいる。 
このように多様化した学びの経験をもつ学生たちが、教職を履修していると考えねばな
らないのでこの学習において彼らが気まずい思いをすることがないように細心の注意を払
う必要がある。いま教職課程を履修する上で全員がスタートラインにいることを自覚させ、
自らの出身高等学校を客観的に調査し、他の学生が歩んできた教育課程との比較をアカデ
ミックに研究できるよう指導している。そして、忘れてはならない母校の恩師に思いを馳
せながら卒業生としての矜持をもって「教師への道」を邁進できるようサポートしている。 
また、北海道では少子化・過疎の影響が大きく、出身校が統合され廃校になるケースが
多々あり「学校要覧」を入手できない実態も増えてきた。また、前述したが一部の私立高
校なども要覧を作成していない場合もあるので教師サイドの十分な情報も必要である。と
きに「高校」だけでなく「統合した新しい学校」や「中学校」の要覧を入手させるなどの
措置も必要である。 
さて、授業の中で研究してきた立場を超えて、4 年後に学生が教育実習でお世話になる「学
校」が決定した際に、これまでの研究手法や研究成果をフルに活用し学校研究をしてほし
いものである。あくまでも「教師サイド」から学校研究をし、実習の戦略として研究すべ
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きである。 
学生は自分の学校の教育課程がスタンダードと考えているので、他の学生の高校時代の
教育課程（教科学習や特別活動など）のプレゼンテーションから一学生の視点ではなく、
教師の視点からその学校を研究していけるのである。いま、高等学校は学校改革が激しい
ので特色あるカリキュラムを研究する良い機会でもある。 
「学習指導要領解説編」を基本にして、「学校要覧」を活用した授業の価値は計り知れな
く、学生の授業に対する意欲を高揚できる体系的な履修方法であろう。これからもプレゼ
ンの内容だけでなく、仲間とともに検討会（考察内容）の質の高さを極めさせるよう指導
し工夫を重ねていきたい。また、情報機器やデジタルコンテンツの開発など授業法やスキ
ルの力量も充実できるように支援していく所存である。 
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 24 
 
 25 
 
 
 
  
 26 
 
(3)「学校評価」の課題資料 
 
 27 
 
付録 
②2 年生以降の教職科目では、プレゼンテーションテーマは授業内容である。 
 「テキスト」「学習指導要領解説」「学校要覧」「その他」を使用してプレゼンテーション
を行う 
 「教育課程論（2 年）」、「特別活動論（3）」、「理科教育法Ⅰ（3）」、「理科教育法Ⅱ（3）」、
「教育実習事前事後指導（3・4）」、4 年生の科目は省略する 
③実践例「教職概論（1 年）」では、新聞・TV・雑誌からの教育関係の話題を見つける 
【例】「いじめは実態を探る」のテーマを個人（又はグループ）で解説・分析し、考察する 
【例】「土曜授業は復活するのか」のテーマで NIE 教育の視点から調査し、考察する 
（評）この授業には、まだ「学校要覧」が準備されていない 
④実践例「理科教育法Ⅰ（3 年）」 
【例】テーマ「高校理科の教科書に登場する科学者の人物史研究」のプレゼンテーション 
（評）高校生向けの模擬授業プレゼン（5～10 分）として、実習で活用できるものを作
成させる。実際には、高等学校理科「○○基礎」（物化生地）」に登場する科学者に
焦点をあてる。この授業には、直接「学校要覧」そのものは関係しない。 
  
